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6 月 26 日よりＢ＆Ｇプールでの水泳学習がスタートしました。1 年

生にとって初めての水泳学習です。喜びとともに水温が低かったことも

あり、歓声と悲鳴が室内に響き渡っていました。 

一学期に登校する日も、残り１3 日となりました。7 月は、各学級で

学んできた内容を確認し、成長を認め、課題を明らかにし、夏休みを迎

えられるように指導していきたいと思います。 

私は常々、「子どもの良いところを褒め、認め自信をつけさせる」ことを意識して子どもたちの指導に当たって

います。「叱る」ことでも「褒める」ことでも子どもは成長しますが、「褒める」ことでより大きく成長しますし、自

己有用感や自己肯定感を育てることができると考えています。私たち大人は、ついつい課題が目につき指導や

注意をしがちですが、子ども一人一人のよさを生かし、子ども達が自分を価値ある存在として認められるように

子どもに接することが大切だと思います。 

下のグラフのように、日本の若者の「自己肯定感」は諸外国の若者に比べて低く、調査を実施した欧米など

6 か国との比較でもっとも低い数値でした。日本の若者の自己肯定感の低さは、自分が役に立たないと感じる

自己有用感の低さが関わっていると内閣府は分析しています。 

 

4月から 3 ヶ月間子どもたちと接してきて、「元気な挨拶ができるようになってきた子」「欠席がとても少ない

子」「清掃に一生懸命取り組む子」「思いやりのある子」「意欲的に発表する子」「いつも笑顔で明るい子」な

ど、一人一人が長所を持っているし、この 3 ヶ月で着実に成長していると感じます。これからも、子どもへの言葉

かけを大切にし、保護者の方々と子どもの可能性、長所を連携して伸ばしていくことができればと思います。 

 

 

 

 

 

 

内閣府 

「子ども・若者白書」より 

【調査対象】 

 満 13～29歳男女 

一方、日本の若者で、

「自分は役に立たないと

強く感じる」に、 

「そう思う」又は「どちら

かといえばそう思う」と

回答した若者の割合は

51.8％もいました。 
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１5 日（土）一学期末教育懇談会 

１７日（月）海の日 

１8 日（火）振替休日 

１９日（水）大掃除、給食終了 

２０日（木）一学期終業式 

 

7/21～8/29 夏季休業 

 

8/21（月）全校登校日 

8/30（水）二学期始業式 

６／２７ １年生水泳学習 



 

 

 

６月４日（日）晴天の中、三方小学校体育大会が開催されました。開催時期、開催内容、順延するか

しないかなど悩むことが数多くあった体育大会でしたが、保護者の皆様、地域の皆様のご協力のおかげ

で、子ども達は元気いっぱいに競技や演技をすることができました。 

開会式で、みんなの必死な姿、本気になっている姿を見せてほしいと子ども達にお願いしましたが、一人一

人が自分の持っている力を出し切っていました。大会スローガン通り、１３７人みんなが主人公（ヒーロー）にな

っていたように思います。６年生にとっては小学校生活最後の体育大会でした。自分たちの種目だけでなく、

練習の時から下級生をリードしたり係の仕事を頑張ったりして、最高学年としての姿を立派に見せてく

れました。大会終了後、５年生の多くの子が来年度団長として頑張ると決意したようです。このよき伝

統が下級生に引き継がれていくのは、すばらしいことだと思います。 

 

今年は、４年ぶりにマスク制限のない体育大会が実施できることになりました。 

新型コロナウイルスが広まってからの４年間は、体育大会や校外学習など、 

楽しみにしていた行事の内容が次々に変更されていきました。ですが、今年は 

新型コロナウイルス感染予防対策が緩和されました。 

 だから、今年の体育大会のテーマである、 

「はじけろ みかたっ子 広がれ 笑顔の輪 ～みんなが主人公～  」のもと、 

コロナ禍で できなかったことを、思い切り楽しみましょう。そして、体育大会が 

終わったときに 悔いが残らないように 最高の１日にしましょう。  

                                                           ６年 児童会長 上野 功葵                   

今日は天気が心配されましたが、無事に体育大会を行うことができて 

良かったです。また、新型コロナウイルス感染症が５類に引き下げられ 

たことで、パフォーマンスや各競技の応援などで思い切り声を出すこと 

ができました。 

大会テーマは、「はじけろ みかたっ子 広がれ 笑顔の輪 ～みんな 

が主人公(ヒーロー)～」でした。練習ではどの色もまとまるまで大変な 

思いをしたことでしょう。しかし、これまでの取り組みを通して、１年 

生から６年生までが１つになって、今日はみんながヒーローになること 

ができたと思います。みなさん、これからの学校生活でも１３７人みん 

な笑顔で、最高の三方小学校にしましょう。              

 また、今日応援に来てくださった家族や地域のみなさん、本当にあり 

がとうございました。 以上をもちまして、令和５年度三方小学校体育 

大会の閉会を宣言します。                    ６年 児童副会長 今井 天都 

開 会 宣 言 

閉 会 宣 言 

団長による選手宣誓 パフォーマンス 赤組が最優秀賞 ４年ぶりの綱引き 青組が優勝 


